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健
康
・
医
療
政
策

問　
国
は
、
２※

０
２
５
年
問
題
に

向
け
、
平
成
30
年
度
の
診
療
報

酬
・
介
護
報
酬
の
改
定
を
含
め
た
大

き
な
変
化
に
向
か
っ
て
、
様
々
な
方

針
等
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
国
の
動
き
を
受
け
て
、

本
県
の
課
題
と
そ
の
解
決
に
向
け
た

基
本
的
な
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

答　
当
面
は
、
団
塊
の
世
代
が
後

期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年

に
向
け
て
の
体
制
づ
く
り
が
課
題
で

す
。
併
せ
て
、
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
施
策
が
実
施
で
き
る
よ
う
市
町
と

十
分
に
連
携
し
て
検
討
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、

今
年
度
の
各
種
計
画
策
定
に
あ
た
り
、

「
県
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
輝
け
る
健
や

か
な
滋
賀
の
実
現
」
を
基
本
理
念
と

し
て
掲
げ
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め

に
、
県
民
の
健
康
と
社
会
参
加
、
自

立
と
支
え
合
い
の
地
域
共
生
社
会
や

高
度
・
専
門
医
療
の
提
供
体
制
等
の

基
盤
を
し
っ
か
り
と
構
築
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

琵
琶
湖
の
保
全
再
生

問　
琵
琶
湖
の
総
合
的
な
保
全
再

生
を
図
る
こ
と
が
困
難
な
状
況

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
琵
琶
湖

の
「
活
用
」
が
検
討
さ
れ
推
進
さ
れ

て
い
く
中
で
、
琵
琶
湖
を
「
守
る
」

す
な
わ
ち
保
全
再
生
が
優
先
さ
れ
る

べ
き
仕
組
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
水
草
の
大
量
繁
茂
や
外
来
動

植
物
の
問
題
等
、
琵
琶
湖
に
は

喫
緊
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

琵
琶
湖
の
総
合
的
な
保
全
再
生
に

向
け
て
の
ハ
ー
ド
ル
は
非
常
に
高
く
、

琵
琶
湖
を
「
守
る
」
取
組
に
引
き
続

き
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
琵
琶
湖
を
「
守
る
」
た

め
に
は
、「
活
か
す
」
こ
と
と
の
好
循

環
を
推
進
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

例
え
ば
、
環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い

エ
コ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
湖
上
ス
ポ
ー

ツ
等
、
琵
琶
湖
の
魅
力
を
体
感
・
体

験
で
き
る
よ
う
な
「
活
か
す
」
取
組

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
琵
琶
湖
の
保

全
再
生
に
寄
与
す
る
人
を
育
て
る
仕

組
み
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

今
年
度
は
、
琵
琶
湖
を
「
守
る
」

こ
と
を
基
本
に
し
な
が
ら
、
琵
琶
湖
を

「
活
か
す
」
こ
と
が
「
守
る
」
こ
と

に
つ
な
が
る
検
討
を
行
い
ま
す
。

県
政
・
財
政

問　
こ
の
度
示
さ
れ
た
「
今
後
の

財
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
」

に
沿
っ
て
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
行
財

政
改
革
に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
具
体
的
に
ど
う
す
る
の
か
、

と
り
わ
け
事
業
費
の
削
減
に
は
ど
の

よ
う
な
視
点
で
踏
み
込
む
の
か
伺
い

ま
す
。

答　
次
期
行
政
経
営
方
針
に
お
い

て
、
財
政
収
支
改
善
に
向
け
た

目
標
設
定
や
事
業
費
・
人
件
費
に
お

け
る
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

歳
入
面
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
よ
る
県
税
収
入
の
安
定
確
保
は

も
と
よ
り
、
寄
附
の
獲
得
等
の
歳
入

確
保
対
策
を
強
力
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
歳
出
面
で
は
、
大
規
模
事

業
等
に
係
る
見
直
し
の
検
討
等
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
今
後
実
施
予
定
の

大
規
模
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
の

優
先
度
等
を
し
っ
か
り
見
極
め
、
可

能
な
限
り
実
施
時
期
の
調
整
等
を

図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
既
存
事
業

に
つ
い
て
は
、
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
選
択
と
集

中
を
徹
底
す
る
ほ
か
、
不
用
額
の
縮

減
に
向
け
、
予
算
積
算
の
適
正
化
等

を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
具
体
の

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

農
水
産
業

問　
昨
年
12
月
以
降
、
ア
ユ
漁
が

こ
れ
ま
で
に
な
い
不
漁
と
な
り

ま
し
た
が
、
水
産
業
関
係
者
へ
の
影

響
を
緩
和
す
る
た
め
の
支
援
策
と
次

の
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
た
対
応
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

答　
ア
ユ
は
琵
琶
湖
漁
業
の
漁
獲

量
の
約
半
分
を
占
め
る
最
重
要

魚
種
で
あ
り
、
か
つ
、
養
殖
業
や
加

工
業
等
、
裾
野
が
広
く
滋
賀
な
ら
で

は
の
食
文
化
を
守
る
と
い
う
点
か
ら

も
、
今
回
の
不
漁
の
影
響
は
と
て
も

大
き
い
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
ア
ユ
の
不
漁
に
よ
り

厳
し
い
経
営
状
況
に
お
か
れ
て
い
る

漁
業
者
や
養
殖
・
加
工
業
者
を
対
象

に
、
運
転
資
金
借
入
れ
の
た
め
の
新

た
な
融
資
枠
を
設
け
る
等
の
支
援
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
ユ
の
資
源
対
策
と
し
て
、

人
工
河
川
に
放
流
す
る
親
ア
ユ
を
当

初
の
予
定
か
ら
10
ト
ン
追
加
し
て
合

計
18
ト
ン
と
し
ま
す
。

併
せ
て
、
放
流
し
た
親
ア
ユ
か
ら

生
ま
れ
た
稚
ア
ユ
が
９
月
中
に
琵
琶

用語解説 ※　�「２０２５年問題」　…　団塊の世代が２０２５年（平成 37年）頃までに後期高齢者（75歳以上）になり、介護・医療費等社会保障費の急増が懸念される問題。

（
裏
面
に
続
き
ま
す
）

6月定例会議の概要
 ６月20日～７月12日の23日間

　６月定例会議では、「平成29年度滋賀県一般会計補正予算（第２号）」
をはじめとする知事提出議案17件が上程されました。これらを審議した
結果、意見書案2件を否決したほか、いずれも原案のとおり可決または同
意しました。なお、諮問案件２件については、知事の決定案はいずれも適
当と認めると答申しました。

　各委員会では、付託された各議案、請願その他所管事項について審査
および調査を行いました。

●平成29年度一般会計補正予算を可決
　国庫補助負担金の内定状況等を踏まえて、これに対応するための経費
などを盛り込んだ17億5,998万６千円の一般会計補正予算（第２号）を可
決しました。
　補正予算には、アユ不漁に伴う緊急対策に要する経費のほか、国の「地
方創生拠点整備交付金」を活用したビワイチのための道路環境整備に要
する経費や道路関係公共事業の経費などが計上されています。

6
月
定
例
会
議
に
お
け
る

　
　
質
疑
・
質
問
か
ら

親アユの放流

オオバナミズキンバイの駆除作業



こ
の
印
刷
物
は
古
紙
パ
ル
プ
を
配
合
し
て
い
ま
す
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湖
に
流
れ
下
る
よ
う
、
８
月
下
旬
か

ら
人
工
河
川
へ
の
親
ア
ユ
の
放
流
を

開
始
し
、
今
年
12
月
か
ら
始
ま
る
ア

ユ
漁
に
お
い
て
必
要
な
漁
獲
量
を
確

保
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

働
き
方
改
革

問　
県
庁
で
は
昨
年
来
、
長
時
間

労
働
の
実
態
が
問
題
と
な
り
、

働
き
方
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
働
き
方
改
革
に
つ
い

て
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
今
後
の
取

組
と
ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
た
の
か

を
伺
い
ま
す
。

答　
県
庁
で
は
今
年
２
月
に
、「
長

時
間
労
働
解
消
を
含
め
た
働
き

方
改
革
の
た
め
の
４
本
柱
」
を
定
め
、

緊
急
行
動
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で

す
。業

務
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
例

え
ば
、
重
複
す
る
会
議
の
見
直
し
や

時
間
外
協
議
の
原
則
廃
止
等
に
努
め
、

こ
の
結
果
、
２
月
、
３
月
の
時
間
外

勤
務
実
績
は
、
対
前
年
同
月
比
で
約

20
％
が
縮
減
さ
れ
、
４
月
、
５
月
に

つ
い
て
も
、
約
17
％
が
縮
減
さ
れ
ま

し
た
。

さ
ら
に
取
組
と
し
て
定
着
さ
せ
て

い
く
た
め
、
組
織
と
し
て
の
力
が
最

大
限
に
発
揮
さ
れ
る
職
場
づ
く
り
を

目
指
す
行
動
計
画
を
策
定
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

こ
の
計
画
で
は
、
今
年
度
を
制
度

等
の
見
直
し
を
検
討
・
試
行
・
実
践

す
る
集
中
取
組
期
間
と
位
置
づ
け
、

こ
れ
ま
で
の
仕
事
の
や
り
方
の
見
直

し
や
多
様
な
働
き
方
を
推
進
す
る
取

組
等
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

今
後
、
計
画
の
取
組
状
況
に
つ
い

て
進
行
管
理
を
行
い
、
着
実
に
取
組

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興

ス
ポ
ー
ツ
振
興

問　
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
や
「
ワ
ー
ル
ド

マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
２
１
関

西
」
等
の
大
き
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
が
迫
る
な
か
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
ど
の

よ
う
に
取
組
を
進
め
て
い
く
の
か
伺

い
ま
す
。

答　
ス
ポ
ー
ツ
は
、
観
光
、
食
等

の
様
々
な
分
野
と
融
合
す
る
こ

と
に
よ
り
、
新
た
な
価
値
が
生
ま
れ
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献

す
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
の
数
年
間
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
生

か
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
に
取
り

組
む
絶
好
の
好
機
で
す
。

４
月
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
大
会
の
現
地
に
お
い
て
大

会
開
催
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
可
能

性
等
を
調
査
し
、ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー

ズ
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
２
１
関
西
は
、
海

外
か
ら
も
多
く
の
参
加
者
が
見
込
ま

れ
る
ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
を
楽
し
む
大

会
と
な
り
、
滋
賀
の
豊
か
な
自
然
を

生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
り
得
る
と
認
識

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
め
、
大
会
の
運
営
を
担
う

実
行
委
員
会
に
は
、
経
済
団
体
も
参

画
い
た
だ
き
、
観
光
等
を
通
じ
た
経

済
効
果
を
生
み
だ
す
方
策
に
つ
い
て

検
討
す
る
予
定
で
す
。

滋
賀
・
び
わ
湖
ブ
ラ
ン
ド

問　
平
成
30
年
度
に
計
画
さ
れ
て

い
る
「
虹
色
の
旅
へ
。
滋
賀
び

わ
湖
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
大
型
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
構
想
内
容
と
、
こ

れ
に
よ
る
本
県
の
魅
力
度
向
上
の
目

標
を
伺
い
ま
す
。

答　
本
県
は
、
琵
琶
湖
を
は
じ
め

と
す
る
自
然
景
観
等
の
多
彩
で

特
色
あ
る
観
光
素
材
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。

今
年
10
月
か
ら
開
催
す
る
「
日
本

遺
産
滋
賀
・
び
わ
湖 

水
の
文
化
ぐ

る
っ
と
博
」
で
は
、
市
町
等
と
連
携

し
、
県
内
で
70
を
超
え
る
ま
ち
歩
き

や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
組
み
合
わ

せ
、
本
県
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
よ

う
工
夫
し
た
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
ぐ
る
っ
と
博
」
で
弾
み
を

つ
け
、
来
年
度
の
大
型
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
は
、
県
内
全
市
町
の
観
光

素
材
を
虹
色
に
例
え
て
７
つ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
分
類
し
、
そ
の
魅
力
を
つ

な
い
で
県
内
外
へ
発
信
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
の
２
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

通
じ
て
本
県
の
魅
力
度
を
向
上
さ

せ
、
人
口
減
少
を
見
据
え
た
豊
か
な

滋
賀
づ
く
り
総
合
戦
略
で
掲
げ
て
い

る
平
成
31
年
の
延
べ
観
光
入
込
客
数

５
千
万
人
を
前
倒
し
で
大
き
く
上
回

り
、
ま
た
持
続
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
施
策

問　
第
２
期
滋
賀
県
教
育
振
興
基

本
計
画
の
推
進
に
お
い
て
、
今

回
改
定
さ
れ
る
学
習
指
導
要
領
を
ど

の
よ
う
に
位
置
付
け
て
教
育
現
場
に

周
知
し
、
ま
た
関
連
す
る
教
育
環
境

の
改
善
を
図
ろ
う
と
考
え
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

答　
本
計
画
の
基
本
目
標
で
あ
る

「
未
来
を
拓
く
心
豊
か
で
た
く
ま

し
い
人
づ
く
り
」
と
、
新
学
習
指
導

要
領
の
理
念
は
、
同
じ
方
向
性
を
も

つ
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
本
計
画
お
よ
び
国
の
最

新
の
教
育
動
向
を
も
と
に
毎
年
、「
学

校
教
育
の
指
針
」
を
作
成
し
て
お
り
、

今
年
度
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
柱

と
さ
れ
る
学
校
教
育
の
改
善
・
充
実

を
図
る
た
め
の
教
育
課
程
の
工
夫
等

に
つ
い
て
具
体
的
に
示
し
て
い
ま
す
。

４
月
に
県
内
の
教
員
に
指
針
を
配

付
す
る
と
と
も
に
、
市
町
教
育
委
員

会
等
に
対
し
説
明
会
を
開
催
し
、
周

知
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
さ
ら

に
学
校
訪
問
等
を
通
じ
て
周
知
等
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
関
す
る

教
育
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
小
学

校
外
国
語
教
育
の
早
期
化
・
教
科
化
へ

の
対
応
や
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
の
実
現
に
向
け
て
、
教
員
の
指
導

力
向
上
等
を
進
め
て
い
ま
す
。

議案番号 件　　　　　　　　　　名 結果
（知事提出）

議第７６号 平成29年度滋賀県一般会計補正予算（第２号） 可 決
議第７７号～
   議第８０号

滋賀県と滋賀県信用保証協会との損失補償契約に基づく回収納付
金を受け取る権利の放棄に関する条例案　ほか３件 可 決

議第８１号 損害賠償の額を定めることにつき議決を求めることについて 可 決
議第８２号～
   議第９０号 滋賀県副知事の選任につき同意を求めることについて　ほか８件 同 意

諮第2号～
   諮第3号 退職手当支給制限処分に係る審査請求の諮問について　ほか１件 適当と

認める

6月定例会議で審議した主な議案

6月定例会議で審議した意見書
番　号 件　　　　　　　　　　名 結果

意見書７号 「テロ等準備罪」を新設する改正組織犯罪処罰法の強行採決に抗議
するとともにその見直しを求める意見書案 否 決

意見書8号 高浜発電所３号機および４号機の稼働停止を求める意見書案 否 決
意見書９号 ギャンブル等依存症対策の抜本的強化を求める意見書案 可 決
意見書10号 地方財政の充実・強化を求める意見書案 可 決
意見書11号 精神障害者への公共交通運賃等割引制度の適用を求める意見書案 可 決
意見書1２号 登山者等の位置検知システムの導入促進を求める意見書案 可 決

●精神障害者の公共交通運賃等の割引制度の適用を求める意見書の提出
を求めることについて

6月定例会議で採択した請願

議会からのお知らせ

●議員定数検討委員会の設置
　平成31年４月に行われる予定の県議会議員の一般選挙に向けて、議員定数等
の在り方を検討するため、議員定数検討委員会が設置されました。
　第１回の委員会は、７月12日に開催され、正副委員長の互選が行われました。

●９月定例会議の御案内
　９月20日（水）から10月13日（金）までの24日間の日程で開催する予定です。

●テレビ放送の御案内
　「県議会ダイジェスト」を次のとおりびわ湖放送で放送します。
どうぞ御覧ください。
＜９月定例会議の放送予定＞
　９月25日（月） 代表質問　９月28日（木） 一般質問　９月29日（金） 一般質問
　10月 2日（月） 一般質問　10月３日（火） 一般質問　10月13日（金） 最終日
各日の夜10時から放送予定です。

福岡県、大分県に見舞金を贈呈
滋賀県議会議員一同（全43議員）は、九州北部の豪雨により被害を受け
た福岡県、大分県に対し見舞金を贈呈しました。


